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昨
年
６
月
、
市
議
会
に
新
婦
人
の
会

の
方
が
中
心
と
な
り
１
０
６
６
人
の
署

名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
「
東
海
第
２

原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
陳
情
」は
、

９
月
議
会
で
も
結
論
を
出
さ
ず
に
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

第
４

回
定
例

議
会
は

１
２

月
３

日
に

開
会

し
ま
す

請
願

・
陳

情
は
、
１

１
月

２
６

日
（
火

）
ま

で
に
お

願

い
し
ま
す
。

９
月
議
会
で
、
来
年
の
市
議
選
か
ら

議
員
定
数
を
現
在
の
２
２
人
か
ら
２
人

削
減
し
て
２
０
人
に
す
る
条
例
が
提
案

さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
議
案
に
対
し
、
日
本
共
産
党
の

金
子
・
堀
江
両
議
員
は
反
対
理
由
を
キ

チ
ン
と
の
べ
、
反
対
し
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
「
議
員
定
数
は
少
な
け

れ
ば
少
な
い
ほ
ど
い
い
と
い
う
や
み
く
も

な
議
員
定
数
削
減
は
住
民
の
声
を
議
会

に
反
映
す
る
道
を
閉
ざ
し
、
民
主
主
義

に
逆
行
す
る
も
の
」
「
市
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
議
会
の
批
判
監
視
能
力
が
定
数
削

減
で
低
下
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
終
的

に
は
住
民
自
身
が
不
利
益
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
」
「
先
ほ
ど
、
議
会
基
本
条
例

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
実
践
も

せ
ず
に
議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
は

理
解
で
き
な
い
」
と
議
案
に
反
対
し
ま
し

た
。堀
江
議
員
は
「
県
内
で
も
２
番
目
に

広
い
面
積
の
自
治
体
で
あ
り
、
住
民
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
や
意
見
を
正
確
に
反
映

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
単
に
人
口
規

模
に
よ
っ
て
の
み
議
員
数
を
論
じ
る
べ
き

で
な
い
」
「
議
会
は
広
く
住
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
代
表
機
能
と
い
う
観
点
か

ら
、
住
民
の
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
各
地

域
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
議
員
定
数
を
削
減

す
べ
き
で
な
い
」と
反
対
し
ま
し
た
。

今
議
会
に
、
市
の
意
思
決
定
機
関
で

あ
る
議
会
の
役
割
や
責
任
を
定
め
た
「議

会
基
本
条
例
」
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
は
、
「
議
会
お
よ
び

議
員
の
活
動
原
則
」
「
市
民
と
議
会
と
の

関
係
」「議

会
と
市
長
と
の
関
係
」「議

員

相
互
間
の
自
由
討
議
の
保
障
」な
ど
を
明

文
化
し
ま
し
た
。
議
会
主
催
の
「
議
会
報

告
会
」も
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
茨
城
県
議
団
は
１
０
月

３
０
日
、
水
戸
市
内
で
「
国
政
・
県
政
へ

の
要
望
を
聞
く
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
大

門
美
紀
史
参
院
議
員
、
大
内
久
美
子
・

鈴
木
さ
と
し
両
県
議
ら
が
党
地
方
議
員

や
関
係
住
民
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

「
要
望
を
聞
く
会
」
に
は
、
金
子
・
堀

江
両
議
員
も
参
加
。
「
旧
山
方
・
緒
川
・

美
和
・御
前
山
の
各
地
域
で
は
、
合
併
後

い
っ
そ
う
過
疎
化
が
進
み
、
限
界
集
落
が

続
出
し
て
き
て
い
る
。
少
子
・
高
齢
化
に

対
す
る
支
援
を
つ
よ
め
て
ほ
し
い
」「国

保

税
が
高
く
て
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
が

増
え
続
け
て
い
る
。
国
保
事
業
に
対
す
る

国
・県
の
財
政
支
援
を
つ
よ
め
て
ほ
し
い
」

「
７
年
目
を
迎
え
る
常
陸
大
宮
済
生
会

病
院
に
当
市
か
ら
多
額
の
助
成
を
お
こ

な
っ
て
お
り
市
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

が
、
県
か
ら
の
助
成
金
は
全
く
な
い
。
助

成
を
つ
よ
く
要
請
す
る
」
等
、
県
へ
の
要

望
を
届
け
ま
し
た
。

携帯用
ホームページ

市議会

共産党のホームページ
をごらんください。

「秘密保護法はいらない」と訴える「秘密保護法ＮＯ！ 首相官邸前行動」の参加者=１０月２２日

“なにも知らずに 「秘密」にアクセス、わけもわか

らず突然タイホ” ─ 安倍政権がねらう「秘密保護

法案」では、こんなおそろしいことになりかねません。

「秘密」を決めるのは首相や大臣。国民はなにが

「秘密」かもわからないのに、違反すれば懲役１０年

の重罰です。安倍首相は「日米同盟強化をみすえた

もの」と説明。米軍の機密をはじめ国家情報を統制

し、「海外で戦争する国」づくりがねらいです。

日本共産党は、「国民の知る権利」をうばう悪法に

反対するすべての人と力をあわせ、廃案においこむ

ために全力をつくします。

市
民

ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
こ
な
い
ま

す
。
届
き
ま
し
た
ら
ご
協

力
を
！
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連絡先 ケータイ

金子すぐる議員

０９０-１９９４-７６９６

堀江かくじ議員

０９０-４８２４-０７９７

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
り
、
土
砂
災
害

危
険
箇
所
が
地
図
上
に
「
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
」
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

「
急
傾
斜
地
崩
落
危
険
箇
所
」
「
土
石
流

危
険
区
域
」
「
地
す
べ
り
危
険
箇
所
」
な

ど
と
明
示
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
１
８
号

で
土
砂
崩
れ
被
害
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
も

「
土
石
流
危
険
区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い

た
箇
所
で
し
た
。

台
風
１
８
号
の
時
は
、
各
種
防
災
情

報
が
防
災
無
線
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
近
で
は
７
月
下
旬
と
８
月
上
旬

に
「土
砂
災
害
警
戒
情
報
」が
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
か
ら
流
さ
れ
、
警
戒
区
域
近
く
の

人
に
と
ま
ど
い
を
生
じ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
で
は
「
自
治
体
の
情
報
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
ま
し
た
が
、
防

災
無
線
で
の
情
報
提
供
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

金
子
議
員
は
一
般
質
問
で
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
に
対
す
る
当
市
の
対
応
、

取
り
扱
い
等
を
質
問
し
ま
し
た
。

【
市

民
部

長
答

弁
】
当
市
へ
の
連
絡

で
す
が
、
県
防
災
危
機
管
理
課
よ
り
県

防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
と
防
災
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、
さ
ら
に
は
２
人
の
職
員
の
パ
ソ
コ
ン

に
同
様
に
送
信
さ
れ
て
き
ま
す
。
夜
間
や

休
日
に
は
職
員
個
人
が
登
録
し
て
い
る

９
月
２
日
に
開
会
し
た
第
３
回
定
例

議
会
は
９
月
２
４
日
閉
会
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
委
員
長
と
各
常
任
委
員
会
委
員
長
か

ら
審
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
全
議
員

で
採
決
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議

団
は
、
一
般
会
計
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険

を
料
を
３
割
近
く
も
引
き
上
げ
た
介
護

保
険
特
別
会
計
、
市
町
村
設
置
型
の
浄

化
槽
設
置
を
中
止
し
て
い
る
戸
別
浄
化

槽
整
備
事
業
特
別
会
計
、
高
齢
者
に
差

別
医
療
を
押
し
つ
け
る
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
、
高
す
ぎ
る
水
道
料
の
上

水
道
事
業
特
別
会
計
に
反
対
、
金
子
・

堀
江
両
議
員
が
分
担
し
て
反
対
の
討
論

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
反
対
討
論
の
中
で
、
堀

江
議
員
は
「
収
入
未
済
額
が
多
額
に
の

ぼ
り
、
県
租
税
管
理
機
構
へ
の
徴
収
移

管
や
差
し
押
さ
え
な
ど
収
納
対
策
を
強

化
し
て
い
る
が
、
生
活
実
態
を
よ
く
聞
き

生
活
再
建
な
ど
親
身
に
対
応
す
る
相
談
・

収
納
活
動
に
転
換
す
べ
き
」
と
市
の
姿
勢

を
た
だ
し
ま
し
た
。

請
願
で
は
、
「
塩
原
地
内
市
道
１
６

４
８
号
線
の
舗
装
に
関
す
る
請
願
」
「
教

育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
ど
ち
ら

も
採
択
さ
れ
、
教
育
予
算
を
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
が
安
倍
総
理
大
臣
等
に

携
帯
電
話
に
県
防
災
情
報
と
し
て
気
象

の
注
意
報
の
発
令
か
ら
情
報
と
し
て
入

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
３
０
日
か
ら
運
用
さ
れ
ま
し
た

特
別
警
報
の
発
令
や
避
難
勧
告
等
、
防

災
上
重
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
防
災

行
政
無
線
等
で
迅
速
に
放
送
を
お
こ
な

う
体
制
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

次
は
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
す
。

特
に
、
久
慈
川
の
築
堤
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

【
経

済
建

設
部

長
答

弁
】
辰
ノ
口
堰

下
流
は
、
第
２
回
目
の
地
元
説
明
会
を

１
２
月
初
旬
に
お
こ
な
う
予
定
。
用
地

関
係
は
、
説
明
会
後
の
１
２
月
中
旬
か

ら
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
辰
ノ
口
上
流
部
は
、

残
り
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
の
護
岸
お
よ

び
管
理
用
通
路
に
つ
い
て
は
一
定
区
間

の
用
地
買
収
が
完
了
し
次
第
、
工
事
に

入
る
計
画
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
市
民
の
声
を
反
映
し
た
総
括
が

真
剣
に
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
①
過
疎
化
が
進
行
し
た
要

因
②
国
保
税
な
ど
税
負
担
が
増
加
し

た
問
題
③
議
員
定
数
の
減
少
な
ど
で

市
政
へ
の
市
民
の
反
映
が
希
薄
に
な
っ
た

問
題
④
農
業
問
題
等
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
旧
大
宮
町
以
外
で
、
暮
ら
し

に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
一
層
過
疎

が
進
ん
で
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
点
を
数
字
を
あ
げ
て
指
摘
し
、
（別
表

参
考
）市
長
の
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

三
次
市
長
の
答
弁
は
、
「人
口
が
減
ら

提
出
さ
れ
ま
す
。

議
会
初
日
に
報
告
の
あ
っ
た
「
議
会
基

本
条
例
」
は
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
議
会
議
員
を
２
人
（
２
２
人
か
ら

２
０
人
へ
）
削
減
す
る
条
例
改
定
は
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
金

子
・堀
江
両
議
員
は
「
議
員
定
数
を
削
減

す
る
こ
と
は
市
民
の
代
表
を
減
ら
す
こ
と

だ
」
「
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
代

表
機
能
を
低
下
さ
せ
る
」
な
ど
の
反
対

討
論
を
お
こ
な
い
、
反
対
し
ま
し
た
。

新
し
い
教
育
委
員
と
し

て
、
諸
沢
信
子
さ
ん
（
野
口

平
）
と
茅
根
正
憲
さ
ん
（
中

富
町
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

堀
江
鶴
冶
議
員
は
、
一
般
質
問
の
中

で
、
市
は
来
年
合
併
１
０
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
を
お
こ
な
う
よ

う
で
す
が
、
合
併
後
１
０
年
間
の
市
政

市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

一
般

質
問

の
録

画
が

見
ら
れ
ま
す

堀江鶴治議員

９月１９日質問

金子卓議員

９月１９日に質問

な
い
よ
う
行
政
が
意
識
的
に
公
平
・公
正

な
施
策
を
す
る
事
が
重
要
で
あ
り
、
人

口
の
減
少
が
即
行
政
に
問
題
が
あ
る
と

い
う
立
場
に
は
た
て
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解

を
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
他

の
質

問

■
地
域
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

■
教
育
環
境
（
中
学
校
の
統
合
問
題
ほ

か
）の
整
備
に
つ
い
て

■
合
併
１
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
総
括
に
つ
い
て
（
議
会
広
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

そ
の
他

の
質

問

■
道
の
駅
整
備
事
業
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
ほ
か
）に

つ
い
て

■
国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
（議

会
広

報

を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

合併時（Ｈ
１６．１０．１６）
の人口

Ｈ２５．８．３１

現在の人口
比 較

減少率
現在

合併時

旧大宮町 ２７，５７４ ２６，５６５ ▲１，００９ ９６．３％

旧山方町 ８，０１３ ７，００９ ▲１，００４ ８７．５％

旧美和村 ４，５６６ ３，８２６ ▲７４０ ８３．４％

旧緒川村 ４，７２２ ３，９６３ ▲７５９ ８３．９％

旧御前山村 ４，５１１ ３，９９０ ▲５２１ ８８．５％

合 計 ４９，３８６ ４５，３５３ ▲４，０３３ ９１．８％

合併時（Ｈ

１６．１０．１６）
の世帯数

Ｈ２５．８．３１

現在の世帯
数

比 較

減少率

現在
合併時

旧大宮町 ９，４１７ １０，２９２ ８７５ １０９．３％

旧山方町 ２，７４５ ２，７９９ ５４ １０２．０％

旧美和村 １，３９４ １，３７４ ▲２０ ９８．６％

旧緒川村 １，５２８ １，５０８ ▲２０ ９８．７％

旧御前山村 １，４４４ １，４８９ ４５ １０３．１％

合 計 １６，５２８ １７，４６２ ９３４ １０５．７％

大宮地域 上町 山方地域 盛金 緒川地域 松之草

〃 高渡町 〃 久隆 〃 吉丸

〃 小野 〃 家和楽 〃 入本郷

〃 西塩子 美和地域 長沢 御前山地域 門井

〃 照田 〃 氷之沢 〃 檜山

山方地域 西野内 〃 下檜沢 〃 中居

〃 諸沢 〃 鷲子 〃 金井

〃 北富田 緒川地域 那賀 〃 野口平

〃 照山 〃 油河内

６
５
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上
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０
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在
）
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